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1.開会                   髙岡事務局長  

2.JCI クリード唱和               田中理事  
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 みなさま、改めましてこんばんは。本日も定刻より、全理事のみなさまにお集まりいただきまして、誠にあり

がとうございます。いよいよ第 3 回目となりまして、議案が上がってくる理事会となりました。そんな中、本年

度 2016 年度の滋賀ブロックやこの守山青年会議所の完了報告が上がってき、一年間の総括をする時期となって

おります。みなさまにおかれましては、本年度と、そして次年度が交錯するお忙しい時間の中時間を作っていた

だきまして、誠にありがとうございます。 

私も本年度 2016 年度は滋賀ブロックの方に出向させていただいております。先日ブロック大会が行われまし

て、事業の完了報告が上がって参りました。時期といたしましては、遅い上程だったんですけれども、その議案

を見ておりまして、いろいろ思うところがありましたので、こちらで少し喋らせていただければと思います。 

 ブロック大会での事業におきましては、講師が来ておられなかったり、作品の応募数が予定よりも少なかった

りと正直いろいろなことがありました。そんな中でも、当日におきましては、委員メンバー一同が力を合わせて



なんとか事業を成功させようとして乗り切って参りました。そして昨日事業の完了報告が上がって参りまして、

委員会の中でいろいろとお話をさせていただいておりました。その中で一つ、委員メンバーさんの中でもベテラ

ンの方で、今年卒業される方がおっしゃっていたことがあります。「JC というのは失敗してもいい組織だから」

こうおっしゃっていました。青年会議所の活動というのは、確かに失敗していいことがいっぱいあります。例え

ば、人数が集まらなかったとか、今回のように講師が来なかったとか、予定より応募数が少なかったとか、確か

にそれは失敗してもいいことだと思います。ですが、失敗したからといってその完了報告が適当になってはいけ

ないと思っています。私たちの事業は失敗してもいいかもしれません。しかし、次につながるための事業であっ

てほしいと思いますし、自己成長のための失敗であってほしいと思っています。次年度は今からスタートする事

業がいっぱいあると思います。特に次年度におきましては会員拡大をメインに設定しております。私たちの今の

状況では是非とも成功したいところでありますし、なぜ失敗してなぜ集まらないのか、その要因は今までの蓄積

がいっぱいあることだと思います。是非委員会におきましては、今までの経験、そしてこれからのこと、たとえ

失敗しても構わないと思います。一回や二回の失敗は構わないと思います。是非とも次につながる委員会、次に

つながる議案上程にしていただきたいと思います。 

 本日はいよいよ 1 月の新年例会の議案が上がって参ります。私の思いといたしましては、来年の新年例会では

是非とも一人でも多くの新入会員をOBのみなさまや来賓のみなさまにご紹介できる場にしたいと思っておりま

す。私も頑張りますので、どうかみなさまも一緒になって会員拡大を目指していただければと思います。どうぞ

よろしくお願いします。それでは簡単ではありますが、本日の挨拶とさせていただきます。ありがとうございま

した。 

 

6.直前理事長挨拶             三品直前理事長  

 みなさん、改めましてこんばんは。ここ最近事あるごとにみなさまには「体調管理には注意してください」と

言いながら、私は一週間ずっと風邪が治らない状態で非常に恥ずかしいなと思いつつ今この場に立っております。

そんな中ではありますが、みなさん是非とも体調管理には注意していただきたいと思います。どうぞよろしくお

願いいたします。 

 今日の理事会では、議案の中にもありますが、委員会の中で「小委員会」という形で組織編成が変更というこ

とで上程されています。非常にこれは重要なことで、みなさんご存じのことだと思いますが、この委員会の中の

小委員会というのは、これまで通常委員会、常設の委員会がいくつかある中でその委員会が担ってきたこととほ

ぼ同等のことをその中で担っていくことになります。そのため、その小委員会を担当されます 2 名の副委員長、

非常に重責でありますし、もちろんやりがいもありますし、これまで委員会でなされてきたことの活動やその運

動の発信の担いというものの重要さをまた改めて考えていただける機会になればと思います。青年会議所におい

てはいろんな活動がありますけれども、委員会の活動は本当に最も大切なものだと思います。起案した活動、事

業が委員会でいろんな形で揉まれて、そして執行部会、理事会を経て守山青年会議所の事業や活動という形にな

ります。これが守山青年会議所だということで対外に対しても発信するものとなります。ということを改めて考

えていただき、委員会の担いというものをしっかりとする中で非常に大切なこととしていただきたい。もちろん

小委員会が 2 つ、とはいえ会員拡大の委員会であります。1 つの委員会の中で２つの小委員会がどう共有して活

動を広げていくか、もちろん委員長はそれぞれの委員会にも顔を出されますし、その中で挨拶もされると思いま

す。委員会をする中で非常に大切なこと、セレモニーや挨拶を必ずきっちりと行っていただきたいです。例会や

こういう理事会という場でもセレモニーをして必ず理事長が挨拶をされている、これは青年会議所としての自分

たちの活動本番に対する意識の共通、意識をもつということ、そして今の活動の方向性をしっかりと確認してそ

れを共有すること全体につながっております。その委員会で一つの議論をするにあたって、議論を始める前に JC

宣言や綱領、Mission、Vision、すべてみなさんが活動されるにあたって非常に大切なことですし、意識を共有

させるために本当に大切なことだと思います。是非ともそれは怠ることなくきっちりと行ってから委員会の議事



に進んでいただきたいと思います。委員会の開催というのはただ人が集まるということだけではありませんので、

委員会を開催するならば、人を集めなければならない。人を集めるというのは人に来ていただく、人に来ていた

だこうと思ったらどれだけの準備をしないといけない。そのために来てくれる方々がどれだけの時間を作ってそ

の委員会に来てくれるのかを考え、委員会に来て「無駄な時間を過ごした」なんて思われることがないようにし

っかりと準備をしたうえで開催していただきたいと思います。その基本をしっかりとしていただければ、委員会

で創りあげるものというのは本当に素晴らしいものになるかと思いますし、委員会としてみんなで創った自分た

ちの議案でありますし、活動でありますので、そこを忘れずに取り組んでいただきたいと思っております。 

 それと、今日の審議の中で委員会の抱負があります。この中であれこれと揉んでおりますが、今日の審議の中

で可決されますと正式にそれが委員会の活動指針となります。今先ほど申し上げた「意識の共有」というものを

常に委員会抱負で、もちろん委員長の頭の中に思い描いておられると思いますし、留めておられると思いますが、

是非とも正副委員長だけでなく、一委員会メンバーに至るまで、みなさんで抱負をしっかりと何度も読み返して

いただいて、また活動に取り組んでいただきたいと思います。今日の理事会で組織の編成と、そして委員会抱負、

非常に大事な案件が審議されますので、最終最後までみなさんしっかりとご意見を出していただいた中で創りあ

げていただきたいなと思いますのでよろしくお願いします。これで直前の挨拶とさせていただきたいと思います。

みなさんよろしくお願いします。 

 

7.議長選出                          理事長より直前理事長を指名される 

8.定足数の確認       髙岡事務局長  理事 9 名中 8 名の出席です。定款第 42 条により本理事会は成

立いたします。 

9.オブザーバーの承認    髙岡事務局長  本日はございません。 

10.議事録作成者の指名        議長  議長より議事録作成者として事務局を指名された。 

11.提出資料の確認      髙岡事務局長 

■提出資料■ 

・報告事項（スケジュール） 

・確認事項（第 2 回理事会議事録） 

・2017 年度 委員会編成承認について 

・出向役員・委員指名承認に関する件 

・2017 年度 委員会抱負並びに事業活動計画（案） 

・2017 年度 年間事業計画（案） 

・2017 年度 公益社団法人守山青年会議所収支予算書（案） 

・事業計画書 新年例会・新年宴会開催に関する件 

 

12.報告事項               

理事長       来月 12 月 3 日ですけれども、リレードが行われます。そちらの方は全メンバー対象とな

っておりますので、また個別にご依頼はさせていただいておりますが、ご参加をよろしく

お願いいたします。 

 

13.終了時刻の設定 髙岡事務局長 21 時 42 分でお願い致します。 

 

14 確認事項     議長 確認事項として前回議事録として第 2 回理事会議事録が添付されております。何

かお気づきの点等ございましたら、本理事会終了までに申し出ていただきますよ

う、お願いします。 



15.議案の採択      議長  

(審議案件)       議長より本日の審議事項第 5 議案その他上程を求められたが、上程がないため第 5 号議案

が削除される。  

  

16.審議      

第 01 号議案  2017 年度委員会編成承認に関する件（理事長） 

藤本理事長   読み上げ 

採決      全員の挙手をもって承認された。 

 

第 02 号議案    出向役員・委員指名承認に関する件（理事長） 

藤本理事長       読み上げ  

採決            全員の挙手をもって承認された。 

 

第 03 号議案    2017 年度委員会抱負並びに事業活動計画（案）に関する件   

【会員拡大委員会】 

太田委員長       読み上げ  

【年間事業計画】 

髙岡事務局長      読み上げ  

太田委員長       近畿地区大会の開催地が（ 尼崎 ）となっている。他の表記と併せて（尼崎）とすべき

ではないか。 

髙岡事務局長      （尼崎）に修正します。 

採決            全員の挙手をもって承認された 

 

第 04 号議案     2017 年度公益社団法人守山青年会議所収支予算書（案）に関する件（会員拡大室室長）  

尾瀬室長        読み上げ 

議長       金額ベースでもう一度説明して頂けますか。 

尾瀬室長     事業費の管理費 750,000 円を 850,000 円に訂正しています。 

太田理事     「正味財産予算書内訳表」の「事業名」はどのような理由で分かれているのか教えてほし

い。 

尾瀬室長     左側は HPグループウェアや合同例会などの公益事業です。右側はそれ以外の事業です。 

太田理事     公益事業が分けて書かれているが、公益事業が全体のどれくらいの割合になるのですか。 

尾瀬室長     全体事業の 50％を公益事業に充てる必要があります。 

議長       事業費や管理費など、他にも気になるところは質問をお願いします。 

田中理事     正味財産予算書ですが一廃処分費がどういったものか。予算が増えているのはどういうこ

とか教えてほしい。 

尾瀬室長     一廃処分費はごみの処理費用です。去年から予算が増えているのは、16 年度の予算で、15

年度の予算より削減をしていたのですが、ごみの量が変わらず、予算オーバーしているた



め、それに応じて増加させています。 

太田理事     正味財産予算書にある経常費用の②管理費に雑費とあるが、どういった費用があてはまる

のか。また増加理由も教えてください。 

尾瀬室長     主に新入会員にお渡しするバッジですとかネームプレートになります。今年度は新入会員

の入会が多いと見込みまして、昨年よりも増加させています。 

太田理事     一人当たりどのくらいかかるか、把握されているのですか。 

尾瀬室長     一人 1,700 円です。 

太田理事     雑費では新入会員さんは一人当たり 1,700 円が必要と計算されていますが、受取会費には

反映していないのですか。 

尾瀬室長     受取会費への反映ですが、前回でもお伝えした通り入会後反映をさせたいと考えています。 

太田理事     入会後反映というのは前回も聞いていたが、雑費を同じように入会後反映にしなかった理

由はなぜでしょうか。 

尾瀬室長     入ってくるお金よりもかかる費用については先に見込んでおこうと考えたからです。 

（議長采配で 20：50 まで休憩となった） 

尾瀬室長     先ほど頂いたご意見ですが、人数の増減に合わせて、予算を変動させるため内容の変更を

行いたいと思います。併せて、休憩中に別の個所で不備を発見しました。今回、この案件

は取り下げをさせていただきたいと思います。 

議長       他の部分で質問等ある方はいらっしゃいますか。 

南出副理事    不備の内容を教えてほしい 

尾瀬室長     正味財産増減計算書ですが、事業収益に値段が上がっていない状況です。本来は収益が上

がってくるはずなのですが、収益 0 になっています。 

議長       どの項目上がっていないのか教えてください 

尾瀬室長     正味財産増減予算書の内訳表にある事業繰入収益 39,900 円と登録料収益 167,200 円が上

がってくるはずなのですが、ここの連動ができていない状況です。 

太田理事     正味財産予算書の経常費用②賃借料がどういうことか、1 万円の増額がどういうことか。 

尾瀬室長     会議所の賃借料です。賃借料の増加は、現在支払っている金額をベースに算出しました。

こちらについては改めて確認して、次回上程時に報告させていただきます。 

（本議案は取り下げになった） 

 

17.協議事項    

 (協議案件)       議長より本日の審議事項第 02 議案その他上程を求められたが、上程がないため第 02 

号議案が抹消される。  

18.協議      

第 01 号議案 新年例会・新年宴会開催に関する件（会員拡大委員会）   

田中理事         読み上げ  

荒山理事     事業実施に至る背景の文末「原動力として頂いてきました」という表記は意味が通じない

のではないか。 



田中理事     ご指摘の通り、意味が通じるよう修正させていただきます。 

荒山理事     当日、メンバーや特別会員や来賓の方々に配布する資料はどのようなものがあるのでしょ

うか。また、前年度では青樹などは配布されていたのでしょうか。 

田中理事     青樹は前年度配られていました。他にもメニュー表なども配られていましたが、今年度は

予算の都合上配布を考えていません。 

議長       ある場合は会場から配布されるかもしれませんが、そういった話もないでしょうか。 

田中理事     会費の方からねん出することになるかと思うが、予算の事もあるので会場と相談・検討を

しようと思います。 

荒山理事     事業目的の対内で「来賓及び特別会員との交流」とあるが、交流を図る前にメンバーリス

トのような形で顔写真などを用いて認知して頂いた上で交流を図ったほうがいいと思うの

ですが、何かそのような資料を作ってはどうでしょうか。 

田中理事     今のところ作る予定はありません。なぜ作らないかと言うと、メンバーから積極的に来賓

や特別会員の皆さんに話しかけることで交流が図れると考えているからです。 

荒山理事     個人的な意見ですが、メンバーリストくらいは配布したほうがいいのではないかと思いま

す。予算もそれほどかからないと思いますので、なんとか作っていただけないでしょうか。 

田中理事     必要かとは思いますが、こちらから積極的に声をかけることに意味があるかなと思います。

しかし、頂いた内容はメンバーと相談して協議したいと思います。 

池田理事     実施プログラムに「送迎バス出発」とありますがどこから出発するのですか。 

田中理事     守山北公民館から出発します。追記させていただきます。 

池田理事     特別会員や来賓用のバスでしょうか 

田中理事     そうです。 

池田理事     案内状に記載しなくても大丈夫ですか。 

田中理事     案内状の下部に記載があります。 

池田理事     見落としていました。 

荒山理事     会場の事なのですが、12 月の例会も 1 月と同会場ですが、料理は同じメニューなのか。 

田中理事     違うメニューになります。 

 

19.委員会報告      なし  

 

20.監事総評     

間宮監事                   

 みなさん改めましてこんばんは。3 回目の理事会ということでお疲れさまでございました。今日の理事会に出

席して感じたのは、まず JC らしさを引き継いでおられるなというのと、JC らしくないなというところと 2 つが

ありました。 

今までの抱負が理事会で通って委員長が「ありがとうございます、頑張ります」という時に委員さんがみんな

立つなんていうのが相変わらず JC ですし、これだけの人数でみんなが立っているというのはある種滑稽ではあ

るんですけれど、「ああ、そういう感じやな」っていうのを「JC らしさ」と感じました。反面、「JC らしくない

な」って思ったのが、予算書を上程されているときに議長采配で止まったことがあったかと思うんですけど、そ



の時にまず、僕らの時代でしたら議長の采配で議事を止めるなんてことはなかなか非常事態ですし、そんなこと

になったらまず駆け寄ってという話やったんですけどね。誰が駆け寄っていくのかなと思ったら、誰も駆け寄っ

て行かない。もちろん組織図はあるんですよ。彼の上の役職はあったんですけど、誰がどうという話じゃないん

ですけどね。止まったこの休憩時間に「何とかしやな」という中でどう捌くのかなと、後ろの席から見ると、誰

も解決策を持って行かない。彼が最終的に行ったところは理事長の隣で、「どうしたものか、悲しいな」とう話

を聞きました。やっぱり誰の上が誰で、誰の話は誰とかいうのはあると思うんですが、理事長は理事長としての

役目役割をしていただきたいと思いますし、財政の場合は誰か、理事長以外の方が見るんじゃないかなと感じた

ところでございます。誰を非難しているわけではないんですが、そういう JC やったなというだけの話なので、

掘り下げるような話でもないので、次回頑張っていただきたいなと思います。元帳だけ過去 3 年の見させていた

だいていたら、ご質問に上がっていたように 10,000 円増えている理由というのは一切わからなかったですし、3

年間全く一緒の値段で守山市には借地料として上がっていますし、また確認いただきたいなと思います。 

予算に絡めますと、なかなか予算書の中で質問が出にくかったと思います。なかなか初めて理事をされる方に

は難しい話もされていたので、なかなか手を上げにくいとは思うんですけど、自分たちが払っている 125,000 円

がどう使われていくのかってやっぱりちゃんと知っていただきたいと思いますんで、いっぱい処分費が何なのか

と質問いただきましたし、本当に 1 個 1 個訊いていかれてよいかと思います。（会費私は払ってないですけど）

僕らの会費がどう使われているのか、「明るい豊かな社会のために」という中で 125,000 円のうちいくらがそこ

に使われているのか、やっぱりよく議論になる話ですし、公益事業費 50％というのもそういう部分から来ている

ところではありますので、是非とも予算というのはしっかり見ていただきたいと思いますし、みなさん一人ひと

りが知ってこの LOM をより良くしていただきたいと思います。 

その、お金の話を続けさせていただきますと、新年例会がちょっと上がっていたんですけれども、事業費じゃ

ないからということで、会費が出ているけれども、その中の内訳というのが出ていなかったので、そこはちょっ

と、もちろん協議・審議対象ではないですけど参考ぐらいでであった方が然るべきではないかと思います。ブラ

ックボックスになってしまうんで、表に出なかったら。それこそ 10,000 円集めて 12,000 円になってもわからな

くなっちゃうんで、「お金のことはきっちりしようぜ」というのが大事なところになるかと思いますんで、是非

とも今後また考えていただければと思います。あとは田中副委員長の初めての上程ということで大変緊張された

と思うんですけれども、また次審議に向けて頑張っていただければと思います。 

人生においてこれほど日本語に拘るのは JC の時期でしかないかと思いますんで、本当に一つひとつの文章に

拘って思いの詰まった LOM にしていただきたいかと思います。苦労した分だけ得るものが多いのは JC させて

いただいた中で実感した部分でございますので、楽をした時の話より苦労した時の話の方が僕ら JC が終わって

からでもずっとしている話です。せっかく限られた時間ですので、みなさん一緒だとは思いますけども、なるべ

く苦労していただいて、楽しい JC にしていただきたいと思います。あとは、言うことを忘れてしまったんでこ

れくらいにしようかと思います。年内もう一回理事会があるかと思いますが、1 月入ったら本番でございますし、

今までが準備期間でございますので、いろんなことを学んで 1 月 1 日に素晴らしいスタートが切れることを願い

まして、本日の総評とさせていただきたいと思います。お疲れさまでございました。 

 

新谷監事                    

 みなさんこんばんは。第 3 回理事会お疲れさまでした。冒頭直前理事長のお話があった中で、「委員会大事で

すよ」ということがありましたが、僕も全くその通りだなと思います。最初の監事総評の時に、「ここにお集ま

りのみなさんの時間を頂戴しているので」ということをお話ししたかと思いますけれども、委員会されるときに

一番やっぱり気を付けていただきたいのが、委員会をしている時間は限られたものですし、企画をしている時間

の使い方ですね、パフォーマンス、演出、そういったものを含めてここに関わってくれた方、足を運んでくれた

方に対して有意義な時間を過ごしてもらう。そういう風に演出していただくのが、ここにいらっしゃる方だと思



います。 

昔話になって恐縮ですが、私が最初に入会した時は例会の委員会だったのですが、その時の委員長を今でも尊

敬しています。委員会に足運んだ時に、練り上げられた議案書、それに対して僕らみたいにわからない人がいろ

んな意見をすることに対して丁寧に答える、もしくは雑な意見であっても「面白いね」と思うことは採用して何

とか形にしようということは、すごく余裕の持った会議でした。下準備がきっちりとできた中での委員会で、非

常に時間もきっちりと使われている。そして終わってからご飯を食べに行って、その場では委員長は一切話をせ

ず、僕らばっかり喋っているということがありまして、僕はすごくよく思い出すんですけれども、そこの委員会

に自分が足を運んで過ごした中で、自分に大きな学びがあったなというのを今思い出しています。委員会非常に

大事ですので、是非とも委員会されるときはきちっとした下準備をした中で、足を運んでくれる方の意見を丁寧

に聞くというような姿勢でいかれるとよいのかなと思いますし、こういった動き方というのは JC だけでなく、

ありとあらゆる会議や人が集まる場で、そういったことができる人というのはひと際輝いて周りに映りますので、

そういった経験をここでされるとよいのかなと改めて感じました。 

そして今日、事業計画が初めて出まして、田中副委員長本当にお疲れさまでした。1 月例会の議案で、出てき

まして、理事のみなさんからも非常にいい意見が交わされていました。こういう事業計画が出た時に理事会でど

ういう形になるのかなと少し心配しておりましたが、今日見させてもらう限りでは、いい意味での緊張感があり、

また意見が出て、それを持ち帰ってという流れができていけるのかなという感じがしましたので、今間宮監事も

おっしゃいましたが、自分たちが動く中で自分たちのお金を使った中での議案ですので、納得しで事業に取り掛

かれるように協議していただけたらと思いました。もし、私がここに理事として座っていて 1 月例会の議案を見

て「質問ないですか」と言われた時に、私がしようかなと思った質問は、スケジュールの中にありました、新入

会員入会認承証授与式で 3 分間取られてあったその根拠を、深く、深く掘り下げて聞いてみたいなと。以上です、

ありがとうございました。 

 

21.次回理事会開催日         12 月 08 日（木） 20:00  JC ルーム 

       

事務局      11 月 25 日（金）資料〆 

11 月 29 日（火）20:00～ 第 4 回執行部会 

         12 月 04 日（金）資料〆 

12 月 08 日（木）20:00～ 第 4 回理事会 

22.閉会     


